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三
月
定
例
会
が
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
十

九
日
ま
で
開
会
さ
れ
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、

令
和
二
年
度
当
初
予
算
、
法
改
正
に
伴
う
条
例
改

正
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
等
53
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。 

一
般
会
計
予
算
ほ
か
２
件
に
つ
い
て
は
賛
成

多
数
、
そ
の
他
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
２

百
93
億
７
千
万
円
（
前
年
度
比
約
８
千
万
円
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
雲
南
市
永
井
隆
記

念
館
条
例
に
つ
い
て
は
、
条
文
に
永
井
博
士
の
精

神
で
あ
る
「
平
和
を
」
と
「
如
己
愛
人
」
の
文
言

等
を
加
え
た
修
正
案
で
可
決
し
ま
し
た
。 

                  

ま
た
、
本
会
議
録
画
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

を
求
め
る
陳
情
も
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。 

    

三
月
定
例
会
で
最
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
話
題
は
、
現
在
、
世
界
で
最
大
の
関
心
事
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
問
題
で
す
。
五
人
の
議

員
が
、
本
市
の
危
機
管
理
体
制
や
マ
ス
ク
な
ど
の

備
蓄
状
況
、
雲
南
市
立
病
院
や
小
中
学
校
、
児
童

ク
ラ
ブ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

次
に
幼
保
教
育
と
小
中
教
育
全
般
、
産
業
対
策
、

今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
質
問
が
続
き

ま
し
た
。 

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
当
初
予
算
が

前
年
度
比
５
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
（
※１
）

で
の
実
施
、
財
政
指
標
の
一
つ
で
あ
る
経
常
収
支

比
率
（
※２
）
の
上
昇
、
今
後
の
地
方
債
（
※３
）

の
発
行
方
針
等
に
つ
い
て
の
質
問
で
し
た
。 

そ
の
他
、
行
政
運
営
面
で
は
、
入
札
参
加
資
格

制
度
（
※４
）
や
一
般
競
争
入
札
に
お
け
る
予
定

価
格
の
事
前
公
表
と
事
後
公
表
の
是
非
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
改
築
予
定
の
「
木
次

こ
ど
も
園
」
の
発
注
を
巡
り
、
入
札
参
加
資
格
の

基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
な
ぜ
か
、
結
果
と

し
て
市
内
建
設
業
者
の
入
札
を
排
除
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
視
点
で
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

※１
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
＝
物
件
費
等
に
対
し
▲
５
％
で

予
算
設
定
、
２
億
円
弱
の
削
減
目
標
を
た
て
ま
し
た
。 

 

※２
経
常
収
支
比
率
＝
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で

経
常
的
経
費
に
充
当
さ
れ
る
経
常
収
入
の
割
合
で
一
般
的
に

は
70
％
～
80
％
が
適
正
水
準
と
言
わ
れ
ま
す
。
本
市
の
比
率

は
92･

2
％
（
平
成
30
年
度
）
と
や
や
高
め
で
す
。 

 

※３
地
方
債
＝
地
方
自
治
体
の
借
金
。 

 

※４
入
札
参
加
資
格
＝
建
設
工
事
等
と
物
品
買
入
れ
等
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。
建
設
工
事
で
は
、
経
営
状
況
、
経
営
規
模
、

技
術
力
（
技
術
者
）
、
工
事
実
績
な
ど
客
観
的
事
項
を
審
査
、

点
数
や
等
級
に
よ
り
参
加
可
能
な
工
事
が
決
ま
り
ま
す
。 

  

 

神
原
企
業
団
地
造
成
工
事
が
完
了
し
、
二
月
二

十
二
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
左
写
真
は

神
原
企
業
団
地
第
一
期
分
の
全
景
）。 

                   
第
一
期
工
事
分
は
二
区
画
あ
り
、
こ
の
う
ち
一

区
画
は
木
次
町
の
有
限
会
社
本
田
商
店
が
取
得

さ
れ
ま
し
た
。
残
り
一
区
画
は
次
年
度
以
降
に
分

譲
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

神
原
企
業
団
地
の
隣
に
令
和
四
年
の
夏
頃
に

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
オ
ー
プ
ン
す

る
予
定
で
す
。
利
便
性
の
高
い
工
業
団
地
と
し
て

評
判
も
上
々
で
す
。
雲
南
市
の
工
業
団
地
は
、
神

原
企
業
団
地
以
外
に
分
譲
用
の
在
庫
が
無
い
た

め
、
第
二
期
工
事
の
早
期
着
工
が
待
た
れ
ま
す
。 

  

Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
支
社
か
ら
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」

の
運
行
期
間
を
令
和
三
年
度
ま
で
と
す
る
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
の
機
関

車
や
客
車
な
ど
の
車
齢
が
四
十
年
を
超
え
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
部
品
交
換
が
十
分
に
で
き
な
く
恐

れ
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
運
行
期
間
は
延
長
に
続

く
延
長
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

               

こ
れ
に
よ
り
、
「
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
の
当
面
の

運
行
は
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
四
年

度
以
降
の
運
行
に
つ
い
て
目
途
が
立
っ
て
い
ま

せ
ん
。
木
次
線
は
通
勤
通
学
な
ど
沿
線
住
民
の
生

活
基
盤
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
本
市
の
観
光
を
支

え
る
大
切
な
路
線
で
す
。 

三
月
二
十
四
日
、
木
次
線
の
活
性
化
を
目
指
し
、

雲
南
市
木
次
線
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
は
、
奥
出

雲
町
木
次
線
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
、
絲
原
徳
康
、

高
橋
雅
彦
両
県
会
議
員
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本

を
訪
問
、
次
の
申
入
れ
を
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

安
全
安
定
運
行
は
も
と
よ
り
、 

 

①
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
後
継
車
両
の
確
保 

②
「
あ
め
つ
ち
」
の
木
次
線
入
線 

③
利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
編
成 

 明
言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
粘
り
強

く
木
次
線
の
活
性
化
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

 

令
和
二
年
三
月
定
例
会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一
般
質
問
の
論
点
、
話
題 

令和２年度当初予算 293 億 7 千万（前年比▲8,100 万円） 

 

※主な事業費 デジタル防災行政無線整備 12 億 3,798 万円 
       木次こども園建設      6 億 8,672 万円 
       永井隆記念館施設整備    3 億 4,906 万円 

       分庁舎（水道局庁舎）建設  3 億  943 万円 

※補助費の増加は主なものは雲南エネルギーセンター改修工事 

※人件費の増加の主なものは会計年度任用職員制度に変更のため 

市税 38億9,433万円（前年比▲4,240万円）
地方交付税等 131億7,000万円（前年比▲4,240万円）
地方債 46億4,210万円（前年比＋2億7,590万円）
基金繰入 8億3,000万円（前年比＋1,500万円）

普通建設事業費 44億8,894万円（前年比▲4億6,901億円）
公債費 39億5,509万円（前年比▲3,379万円）
補助費 57億3,50万円（前年比＋10億3,464万円）
操出金 27億7,395万円（前年比▲6億8,864万円）
人件費 44億2,415万円（前年比＋2億9,746万円）

主な歳入

主な歳出

 
 
沿線住民だけでは十分な旅客量が確保できません。
木次線存続のためには沿線以外からの観光客を如
何に確保していくかが問われます。幸いにも木次線
にはスイッチバックや温泉、出雲そば、神話、たた
ら文化など多くの観光資源があります。どうやって
“外貨”を獲得するかは知恵の絞りどころです。 

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
運
行 

 

「加茂中央公園ふれあいの丘」上空からみた神原企業団地 

中央上から右斜めの直線が高速道路（上が三刀屋、右が宍道方面） 

中央縦の道路右が分譲済、左三角形部分を拡張造成し次年度以降分譲 
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告 

発行人 中林たかし 

 

中林たかし事務所 

雲南市加茂町神原 733-4 

電兼 FAX 49-6373 
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問 食
の
幸
発
信
推
進
事
業
関
係
の
予
算
が
当
初

予
算
で
は
な
く
、
な
ぜ
六
月
補
正
と
な
る
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

基
本
設
計
の
進
捗
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か

っ
た
。
令
和
五
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
。
農

産
物
は
オ
ー
プ
ン
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
生
産

農
家
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。 

問 中
小
企
業
に
と
り
、
厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
、

人
手
不
足
対
策
や
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
等
の
負
担

増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

商
工
会
等
関
係
支
援
機
関
と
共
に
個
々
の
事

業
者
に
則
し
た
伴
走
型
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
市

内
事
業
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。 

                  

問 昨
秋
か
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
急
速
に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
加
え
て
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
さ
ら
に
落

ち
込
み
が
予
想
さ
れ
る
。
対
策
が
必
要
で
は
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

こ
う
し
た
影
響
は
既
に
市
内
事
業
所
に
も
表

れ
て
き
て
い
る
。
行
政
と
し
て
の
限
界
は
あ
る
が

県
と
共
に
現
状
把
握
に
努
め
て
い
く
。 

問 山
林
の
所
有
権
が
市
が
気
付
か
ぬ
う
ち
に
売

買
さ
れ
、
本
市
の
森
林
整
備
計
画
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
な
い
か
。
ま
た
、
林
家
の
意
向
な
ど
実

態
把
握
が
急
が
れ
る
が
、
ど
う
進
め
る
か
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

所
有
権
移
転
に
介
入
で
き
な
い
。
悪
質
業
者
に

よ
る
伐
採
等
の
事
例
は
市
内
で
は
発
生
し
て
い

な
い
。
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
伐
採
後
、
造

林
し
状
況
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て
い
る
。 

     

問 「
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
（
以
下
研

究
所
）」
の
意
義
、
成
果
を
伺
う
。 

答
（
健
康
福
祉
部
長
） 

国
際
的
な
学
術
論
文
ほ
か
国
内
の
学
術
誌
や

書
籍
に
発
信
し
て
い
る
。
研
究
所
で
得
ら
れ
た
知

見
を
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
生
か
す
よ
う
努
め

て
い
る
。
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
人
材

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

問 研
究
所
の
公
益
財
団
法
人
化
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
目
的
は
何
か
。 

答
（
健
康
福
祉
部
長
） 

様
々
な
活
動
や
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
に
法
人
化
を
目
指
す
。
自
立
し
た
シ
ン
ク
タ
ン

ク
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。 

問 「
自
立
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
社
会
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
組
織
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
研
究
所
は

市
民
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
組
織
か
。 

答
（
市
長
） 

研
究
所
は
本
市
の
健
康
長
寿
、
生
涯
現
役
を
全

う
で
き
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
努
力
し
て
も

い
る
。
研
究
所
の
存
在
意
義
、
必
要
性
を
情
報
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

    

問 市
職
員
の
数
や
構
成
は
適
正
か
。 

答
（
総
務
部
長
） 

一
般
行
政
職
の
正
規
職
員
は
４
百
７
名
、
嘱
託

は
97
名
で
適
正
な
割
合
と
考
え
る
。 

                    

問 年
代
バ
ラ
ン
ス
が
問
題
。
仕
事
が
回
る
か
、
近

年
は
採
用
人
数
が
少
な
く
将
来
が
懸
念
さ
れ
る
。 

答
（
総
務
部
長
） 

職
場
研
修
に
よ
り
人
材
育
成
を
進
め
て
い
る
。

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
退
職
者
の
一
定
割

合
を
採
用
し
て
い
る
が
、
全
く
ゼ
ロ
の
年
代
が
あ

る
の
は
び
っ
く
り
だ
。 

問 合
併
直
後
の
財
政
非
常
事
態
宣
言
時
な
ら
と

も
か
く
現
在
も
採
用
数
が
少
な
い
の
は
問
題
。
職

員
定
員
非
常
（
異
常
）
事
態
で
は
な
い
か
。 

答
（
市
長
） 

採
用
に
あ
た
り
、
採
用
者
が
途
中
で
辞
め
な
い
、

中
途
採
用
の
機
会
も
多
く
す
る
、
採
用
年
齢
を

30
歳
か
ら
35
歳
ま
で
延
長
す
る
、
等
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
が
こ
れ
以

上
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

    

問 ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
運
行
期
間
が
令
和
三
年
度

ま
で
と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
継
車
両
を
ど
う
す
る
か
は
未
定
だ
。
観
光
列
車

を
新
造
す
る
考
え
は
な
い
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
存
続
に
向
け
新
造
あ
る
い

は
改
造
に
よ
る
整
備
、「
あ
め
つ
ち
」
の
木
次
線

入
線
な
ど
Ｊ
Ｒ
西
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。 

問 本
市
は
21
世
紀
出
雲
空
港
整
備
利
用
促
進
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
出
雲
空
港
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
機
能
の
充
実
を
島
根
県
に
訴
え
る
べ
き
だ
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

同
協
議
会
で
名
古
屋
便
の
開
設
な
ど
を
協
議
、

要
望
し
て
き
た
。 

問 出
雲
空
港
よ
り
米
子
空
港
の
利
用
者
の
伸
び

が
大
き
い
。
駐
車
場
や
便
数
が
足
り
な
い
な
ど
の

問
題
解
決
を
県
に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

駐
車
場
問
題
は
検
討
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
強

力
に
要
望
し
て
い
く
。 

 編
集
後
記 

新
型
コ
ロ
ナ
は
今
な
お
世
界
的
な
広
が
り
を

見
せ
沈
静
化
の
気
配
が
見
え
ま
せ
ん
。
雲
南
市
も

三
月
四
日
付
で
「
対
策
本
部
体
制
」
を
立
ち
上
げ

不
測
の
事
態
に
対
処
す
る
体
制
に
移
行
し
ま
し

た
。
オ
リ
・
パ
ラ
も
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
や
経
済
活
動
な
ど
も
深
刻
な
打
撃
が
な
い

よ
う
早
期
の
終
息
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

た
か
し 

産
業
対
策
に 

つ
い
て 

公
共
交
通
に 

つ
い
て 

令和 2 年 4 月 1 日予定職員数 

 

年代別で「０人」の世代が女性で 5 世代、男性で 1 世代あります。 

身
体
教
育
医
学
研
究
所

う
ん
な
ん 

に
つ
い
て 

市
職
員
体
制
に 

つ
い
て 

中
林
た
か
し
の
一
般
質
問 

四半期ごとの GDP の推移 

 

昨年 10 月以降、GDP の伸び率が大きくマイナスに転じました。消
費税増税の影響、台風など自然災害、そして何よりも米中貿易摩擦の
影響が考えられます。今年に入り新型コロナの影響が出てきており、
事業所も家庭も大変な時期を迎えようとしています。 

 


